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司 法 書 士 藤 原 康 弘 事 務 所
小金井市東町４－38－28－101 ☎042-386-7781

相続・遺言・登記手続き等お気軽にご相談ください。

外来診療☎042-386-3757
健康診断・人間ドックあり
月～土曜8:30～17:30(日祝休診）

新 鮮 な お 魚 を
皆 様 の お 手 元 に

〒190-0012
東京都立川市曙町2-25-9
グランデパッショーネ１F
電話 （042）524-2422
ＦＡＸ（042）524-2434
E-mail:hoshino@twatwa.ne.jp

“旬の和食”和モダンな雰囲気でゆったり食事

東町 4-38-24 ☎ 042-382-8182
旬料理 一心

http://www.shouwamiki.co.jp E-mail:info@shouwamiki.co.jp

菊田歯科医院
小金井市梶野町5-9-7 ☎042-381-9382（木・日・祝休診）

月･火･水･金･土9時～12時 14時30分～18時（土14時～17時）

松本寝具株式会社
寝具リース・リネンサプライ・備品レンタル

東 京 都 江 東 区 南 砂 5 － 1 5 － 1 1

ＴＥＬ 03-3645-8511 ＦＡＸ 03-3645-1311

急 な 宿 泊 客 ☆ 学 校 の 合 宿

幼稚園のお泊り行事☆保育所のお昼寝など

～子ども用から大人布団まで品揃え多数～

市民運動新聞
☎０４２−３８３−６６１１ FAX０４２−３８３−３０３１

Eメール:shiminundo@gmail.comホームページ:https://shimin-undo-np.jp

あ な た の 街 の 便 利 屋 さ ん
有限会社ブライト
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☎ ０ ４ ２ － ５ ３ ８ － ２ ５ ８ ５ E－MAIL info@team-bright.com

コ ス モ 教 育 セ ン タ ー の
ネ イ テ ィ ブ 英 会 話 ！

教育経験 ･指導力ある質の高い外国人講師が担当制で指導

電話０４２-３８３-６４６４ メール easternjk@cosmo-kyoiku-center.jp

小金井市議会は11日建設環境委員会(古

畑俊男委員長)を開催し、先月の12月議会

(第４回定例会)で継続審査となっていた気

候危機対策の推進を求める陳情を採択した。

陳情は気候市民会議の早期実施、気候変動

に関し市民の声を聞く機会の創出、二酸化

炭素排出削減のため市民の行動変容を促す

ことを要旨とし、市が気候市民会議の設置

を2028年度としているのは遅すぎる、と指

摘。一方、市も昨年10月の環境審議会で24

年度から環境フォーラム等を４年間実施す

るとし、参加者の半数は無作為抽出で「環

境等に興味がなかった人が環境(問題)に触

れる機会」としている点も陳情の要旨と合

致する。近隣市では武蔵野市、日野市、多

摩市がすでに気候市民会議を開催している。

遠藤百合子市議(自民/信頼)は委員会で

気候や地球環境について「私たち市民一人

一人が背中を突き動かされるような思いを

持ち合わせる必要がある」と意見を述べた。

来年度から４年間気候市民会議 予行開催
「一人一人が思い持つ必要ある」

自然災害に備える地域防災小金井市消防団
出初式

冬晴れの14日、小金井市消防団の出初式

が武蔵小金井駅南口交通広場で行われた。

令和６年能登半島地震の犠牲者への黙とう

から始まった式で白井亨市長は、「毎年自

然災害が発生する中で、地域の防災に取り

組む消防団の役割は大きい」と述べた。ま

た、田村裕一団長は「昨年11月、小金井市

は火災による死者ゼロ1000日を達成」と報

告。市民に一層の消防団への理解を求めた。

会場には家族連れなどたくさんの観覧者が

集い、団員による部隊操練や通常点検、一

斉放水演技（写真左）に拍手を送っていた。

なお、表彰者は以下の通り。

●市長表彰 永年勤続甲章 本部分団長・

鴨下寛樹 第二分団長・船田知孝 第二分

団部長・佐藤浩一 第四分団団員・横山秀

弘 永年勤続乙章 第一分団副分団長・吉

田光宏 第二分団副分団長・瀧澤太 第四

分団部長・森田和道 第五分団副分団長・

宮脇茂伸 ●市長感謝状 優良分団 第二

分団 優良団員 第五分団長・橋田数彦

第五分団班長・遊佐礼緒 ●小金井消防署

長表彰 優良分団 第四分団・第五分団

●東京都三多摩消防団連絡協議会会長表彰

優良分団 第三分団 （敬称略）

死 者 ゼ ロ 1 0 0 0 日 達 成

迫力満点！ 小金井市消防団の一斉放水演技

龍が天に舞い上がる！
小金井市新春たこあげ大会

13日、都立小金井公園で新春たこあげ大

会が開催された。同大会は東京都主催で昭

和34年から22年間続いた後、小金井市に移

管され今年で44回目を迎える恒例イベント。

たこの原画コンクールは市内在住の小学

生から十二支を題材に公募し、今回は84作

品の応募があった。入選した京極凛音さん

（緑小５年）は自作の龍が描かれた凧を手

に「去年と一昨年は佳作でしたが、今年は

入選できて嬉しいです」と笑顔で語った。

初めてのたこあげ。教えても
らいながら挑戦（上）入選作
は勇ましい表情の龍（右）

小金井市は16日、能登半島地震の被災地、石

川県輪島市、七尾市、羽咋市に支援物資を搬送
は く い

した。支援物資は水(２リットル)3900本、アル

ファ米 個食白がゆ5500食、マスク１万400枚、

生理用品３万1320枚、大人用紙おむつ8478枚、

子ども用紙おむつ１万4072枚。「使用するトラッ

クは2023年に市と災害協定を締結した佐川急便

㈱により手配されたもの。市職員が支援物資を

積み込んだ」(市地域安全課)。

なお、小金井市では被災

された方々への義援金募金

箱(写真右)を本庁舎２階企

画政策課窓口と第２庁舎１

階受付窓口に設置している。

被災３市に支援物資搬送

日本赤十字社を通じ

義援金配分委員会へ

小金井

の を束ねる
1974年に全国で557

番目の青年会議所とし

て誕生し、昨年、設立

50周年の節目を迎えた

小金井青年会議所。今

年度、第51代目理事長

に就任した三笠新太郎

さん（39・株式会社ミカサ 代表取締役・

写真上）は、「自然災害の発生頻度が多く

なっている昨今、安心して住める災害に強

いまちづくりのために、小金井青年会議所

としてどう動くべきかが課題です」と語る。

防災意識の高まりは、首都圏に甚大な被

害をもたらした2019年の台風15号がきっか

けだった。三笠さんは、被災した千葉県館

山への支援活動を通じ、改めて災害の恐ろ

しさを実感した。「比較的安全と思われる

小金井市の現状にあぐらをかいて準備を怠

れば、いざ大きな災害が起きたときに、し

かるべき行動ができなくなってしまいます」

と警鐘を鳴らす。

令和６年度の

スローガンは、

「実践躬行～一

歩進んだ明日へ

と～」。与えられ

た機会に参加するだけでなく、メンバー一

人ひとりが自ら一歩踏み出し、自分自身の

成長とより良い地域づくりを目指す。

小金井青年会議所

https://koganeijc.com/

シリーズひと- 110-

昨年11月に主催した「小金井
０円フリマで好感情」の様子


